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概要 結び目絡み目空間グラフの影を見てその本体が特定出来るかどうかを考察

する。

ある物体の–つの影が円板だったときその物体は球体であると結論出来るであろうか。

例えば茶筒であっても真上から光りを照らせばその影は円板になる。 しかしある物体の

影が光りを照らす方向によらずに円板であればその物体は球体であることはよく知られ

ている。 (正確な statement は省略する。) このように影全体の集合は元の物体を特徴付

けるかという問題は興味深い問題であるが、本稿ではある–つの影がその本体を特徴付

けることがあるかどうかを考察する。 この解題はいろいろなセッティングで考察可能で

あると思われるが、本稿では 3次元空間内の結び目絡み目空間グラフを 2次元平面に

射影したときの像からもとの結び目絡み目空間グラフの (結び目理論の意味での) 同

値類が特定出来るかどうかを考察する。特定出来るような射影を identi且 able projection

と呼ぶのである。正確な定義は以下の通りである。
$G$ を有限グラフとする。 $G$ の regular p吻 ection とは $G$ からユークリッド平面 $R^{2}$ への

連続写像で、 その多重点は高々有限個の辺による横断的な 2重点のみであるものを云う。
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もし regular projection\mbox{\boldmath $\varphi$};G-÷ R2が n個の 2重点を持つならば、それは up to ambient
isotopy で高々 $2^{n}$ 個の lifts を持つ。 ここで埋め込み $f’$. $Garrow R^{3}$ は $\pi\circ f=\varphi$ を満たすと

き $\varphi$ の lift であると呼ばれる。 ここで $\pi$ : $R^{3}arrow R^{2}$ は自然な射影である。

regular projection $\varphi$ : $Garrow R^{2}$ は $\varphi$ のどの 2つの lifts も互いに ambient isotopic にな

るとき ident\mbox{\boldmath $\phi$}ableであると呼ばれる [3]。 これと対極にある概念として金沢大学の新國亮

氏は $n$ 個の 2重点を持つ regular projection で up to ambient isotopy でちょうど $2^{n}$ 個の

lifts を持つようなものを completely distinguishable p吻 ection と呼んで興味深い研究を展

開している [$6|$。

identi丘 able projection を持つのは planar graph だけである [3] 。 $G$ が円周と同相なグ

ラフであるとき regular projection $\varphi$ : $Garrow R^{2}$ が identifiableであるための必要十分条件
は $\varphi$ の像が first Reidemeister move (Figure 1) で 2重点のないものに移ることである。

このときその–意的な lift は trivial knot である。例えば Figure 2は identifiable projection
の像の–例である。特に $\varphi$ が identifiable でないときにはその lifts として trivial knot と

trefoil knot がとれることが分かっている [7] [8]。

Figure 1
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Figure 2

この結果と類似の結果がいくつかのグラフについて得られている。シーター曲線グラ

フについては [4] $[1]_{\text{、}}$ 多重シーター曲線グラフについては $[2]_{\text{、}}$ ブーケグラフについては
$[10]_{\text{、}}$ 手錠グラフについては [9] を参照されたし。

最近筆者は郡山登美代氏との共同研究において多重手錠グラフの identifiable projec-

tions の特徴付けを行なった。 Figure 3に $n=3$ の場合の多重手錠グラフの identifiable
projection の像の–例を示して本稿を終わることとする。この射影の 2重点にどのように

上下の情報を与えても ambient isotopy の範囲で自明な空間多重手錠グラフしか出来ない
ことを確かめることが出来る。詳しくは [5] に述べる予定である。
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Figure 3
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